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北海道中部と南東部におけるエゾムシクイとセンタ､イムシクイの生息状況

藤巻裕蔵
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エゾムシクイＰﾉly"ＯＳＣ”"ｓ607℃α/０忽9ｓとセンダイムシクイＰ、ＣＯﾉ℃"αﾉﾉｆｓは，北海道に

は５jj上旬に渡来する夏烏である．両種とも主として森林に生息するが，北海道では前･荷は

おもに針葉樹林や針広混交林，後者はおもに針広混交林や落葉広葉樹林に分布し，一般にエ

ゾムシクイのほうがより高い標商に生息するとされている（Austin＆Kul-odal953、清棲

1965,Brazill991)．しかし，これら両極の生息状況が様々 な環境でどの程度異なるのかにつ

いて，具体的な訓盃に基づいて定戯的に示されてはいない．また，垂iIIf分布についても，ミ

ソザザイTmgI0め!/esimg/oの'/ｅｓやウソPw7ﾉ"〃必〃･ﾉz"〃のように種によっては北海道の

西と東とでは異なるようなこともあるので(藤巻1996a，1998)，ある藤度地域の逆いを考慮

する必要がある．

生息状況に関する定量的なデータは，それぞれの種にとってどのような環境が重要かを判

断するのに欠かせないものである．この論文では，北海道''１部・南東部で，繁殖期における

エゾムシクイとセンダイムシクイの生息状況について調べ，分布を明らかにするとともに，

生息環境の特徴を雌的に示した．また，垂iIiI:分布については，調査地を束西に区分して比較

した．

調査地および調査方法

調査地は十勝地方と釧路地方を中心に，胆振地方北東部，石狩地方東部、日高地方北部，

空知地方南部，上川地方南部，網走地方南部で，標高では海岸部から標if51,800ｍまでの範囲

である．空知地方南東部と上川地方南部は夕張山地，ｉl商地方と‐|-勝地方の境界部は1.1高山

系、‐|･勝地方北部と上川地方南東部は大雪山系，釧路地方北部は雌阿寒.岳などの山地、‐|勝

地方と釧路地方の境界部は標商の低い白糠丘陵である．それ以外は平野部である．111地はお

もに森林で，平野部の大部分は都市や農耕地となっており，一部に公卿，神社や寺の境内，

農耕地内残存林，防風林などまとまって樹木のある部分がある．

５万分の１の地形図を縦横それぞれ４区分した区画（約５×５km）を設定し，553区両で調

査した．各区画に２kmの調査路をlか所設けたが，同じ区伽に森林と艇耕地といった異なる環

境がある場合には，それぞれの環境に調査路を１か所ずつ設けた場合があるので，全調査路
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数は618である．調査は，1976～2000年の４月下旬～７月上旬(ただし，高標高地では７月下

旬まで）に行なった．調査期間は長期にわたっているが，この間，都市周辺で住宅地が広が

ったこと，山間部にダム湖ができたこと，幼齢人工林の樹木が高くなったこと以外に，著し

い環境変化はなかった．

調査では，夜明けから８時ころまでの間に調査路を時速約２km／時で歩きながら片側25ｍ，

計50ｍの幅に出現するエゾムシクイとセンダイムシクイの個体数を数えた.同じ調査路で２回

以上調査した場合には，個体数の多い方をその調査路の結果とした．また，観察幅外で観察

された場合には，個体数には含めなかったが，その調査路のある環境と区画に生息するとし

た．

調査路の環境をハイマツ林（調査路の標高は900～1,800ｍ)，常緑針葉樹林（常緑針葉樹の

人工林も含む,標高80～1,100ｍ)，針広混交林(標高40～1,300ｍ)，落葉広葉樹林(標高20～770

,,1,500ｍ)，カラマツ人工林（標高25～460ｍ)，農耕地･林（観察路ぞいの環境の20％以上

が１～２列の防風林以外の林の場合，標高５～660ｍ)，農耕地(標高５～530ｍ)，住宅地(観

察路沿いに公園などの緑地がある場合もある，標高２～550ｍ)の８つに区分した．生息環境
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図１．北海道中部・南東部におけるエゾムシクイの分布（1976～2000)．丸は５×５kmの区画を示
す．●＝生息確認，○＝調査したが，生息確認できず．点部は平野部を示す．太い実線は西部と東
部の境界を示す．

Fig.１．DistributionofthePale-leggedWarblerEhyﾉﾉbscQﾉＭｓ６ｏ煙ん雄sincentralandsouth-

eastemHokkaidoduringl976-2000､Circlesshow5×5kmquadrats．●＝occurrence，○＝no
sightingsDottedareashowstheplain､Athicksolidlineindicatestheboundaryofwestemand
eastemparts．
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丸は５×５kmの区画を

ｌｃｏｍ"α/"ｓｉｎｃｅntralandsouth-eastem

quadrats．●＝occurrence，○＝ｎｏsight．

別・標高別の組合せによる各項目ごとに，調査路総数に対するエゾムシクイとセンダイムシ

クイが出現した調査路数の割合を百分率で示したものを，それぞれの種の出現率とした．

２種の生息状況について調査地の西部と東部とで比較する場合には，日高山脈と大雪山系

の脊梁部を境とし，その西側を西部，東側を東部とした（図１）．

結 果

１．分布

エゾムシクイは，西部の石狩地方，空知地方南部，上川地方南部ではおもに山間部に生息

し，平野部にあまり分布していなかったが，東部の釧路地方では平野部にも生息し，十勝地

方では山間部のほか，太平洋に近い南部では平野部にも生息していた(図ｌ）．一方，センダ

イムシクイは西部でも東部でも平野部から山間部まで広く分布していた（図２）．

調査路618か所のうち，エゾムシクイが観察されたのは296か所(48％)，センダイムシクイ

が観察されたのは419か所（68％）で，後者の観察された調査路数の方が多かった（Fisherの

正確確率検定，Ｐ＜0.01,両側検定)．両種とも森林性鳥類であるため，２種がともに観察さ

れた調査路は253か所(41％）で，エゾムシクイだけ，またはセンダイムシクイだけが観察さ
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Table１．OcEurrenceratesI(No.oftransectsofoccurrence／No.oftransectssurveyed)ｘｌＯＯｌｏｆ
Ｐｈｙ"OSC叩lｲShormIoid“andnumberoftranseCtssurveyed(figuresinparenthesis)indifferenthabitats
andaltitudesincentralandsouth-eastemHokkaidoduringl976-2000．

Habitats

Ｐｉｍ４Ｓ”"rilnforest

Ever-green
coniferousforeSt

Mixedforest

Deciduous

broad-leavedforest

Lm･jxplantation

Agriculturalland
withwood

Agriculturalland
Residentialarea

Altitude(、）－－－－Total
_200201-400401-600601-800801-10001001‐

２５（４）

５７(23）

７８(55）

100（９）

４９（108）

２４（132）

０（19）

100（３）

６５(23）

５３(36）

４２（12）

３７(43）

５(38）

０（１）

100（１）

７５(44）

８５（13）

３３（３）

４０（５）

０（２）

５０（２）

100（２）

８５(13）

２５（４）

０（１）

100（２）

100（１）

８３（６）

０（９）

100（１）

５０（２）

100（１）

1８（11）

6７（12）

7０（111）

6９（109）

6３（24）

4５（157）

2０（172）

５(22）

Table20ccurrenceratesI(No.oftransectsofoccurrence／No.oftransectssurveyed)ｘｌＯＯ１ｏｆ
ＰﾉIy"ＯＳＣ叩lJsmroImhｨsandnumberoftransectssurveyed(figuresinparenthesis)indifferenthabitats
andaltitudesincentralandsouth-eastemHokkaidoduringl976-2000．

Habitats

ＰｂＩｌＪｓｐｌ""ｉＩ”fOrest

Ever-green
coniferousfOrest

Mixedforest

Deciduous

broad-Ieavedforest

“rjXplantation

AgriculturaIIand
withwood

AgricuIturalland
Residentialarea

A1titude(、）

-200201-400401-600601-800801-10001001-

100（４）

６１（23）

９６(55）

100（９）

７９（108）

５７(132）

０(19）

100（３）

７４(23）

８３(36）

９２（12）

７４(43）

５３(38）

０（１）

100（１）

８４(44）

９２（13）

100（３）

４０（５）

０（２）

０（２）

5０（２）

４６(13）

5０（４）

100（１）

5０（２）

０（１）

０（６）

０（９）

100（１）

５０（２）

100（１）

Total

９(11）

8３（12）

6８（111）

8９（109）

９６(24）

7５（157）

5５（172）

０(22）

れた調査路それぞれ43か所（７％)，166か所（27％）より多かった．なお，前述のように調

査期間中にダム湖の出現などの環境変化があった区画があるが，その区画全域の環境が変化

した例はないので，図１，２に示した分布図の作成にあたっては調査期間中の環境変化を考慮

していない．

生息環境別にエゾムシクイの出現率をみると，森林ではハイマツ林で１８％で低かったが，

その他のタイプの森林では63～70％と高く，農耕地・林で45％，農耕地で20％と低くなり，

住宅地では５％と非常に低くなった(表１）．これらの環境間の出現率の違いは有意であった

（罪2検定，ｘ２＝120.19,自由度７，Ｐ＜0.01)．センダイムシクイの出現率は，ハイマツ林で

９％と低く，その他のタイプの森林では68～96％と高くなり，農耕地・林と農耕地で出現率

はそれぞれ75,55％とかなり高かったが，住宅地では出現しなかった．これらの環境間の出

現率の違いは有意であった（X2＝112.42,自由度７，Ｐ＜０．０１)．

生息環境別に両種の出現率を比べると（表１，２)，ハイマツ林ではともに低く，常緑針葉



Table3.AltitudinaIoccurrenceratesI(No.oftransectsofocCurrence／No.oftranseCtssurveyed)xlOO｝
ｏｆＰｈｙ"osco”Sboだ"ﾉOidどSandnumberoftransectssurveyed(figuresinparenthesis)indifferent
habitatsandaltitudesincentralandsouth-eastemHokkaidodurin81976-2000．

Habitatsandareas
AItitude(、）

-200201-400401-600601-800801-1000１００１－

Forest鋳(westem）

Forest衝(eastem）

AgriCulturalland念鴬(Western）

2９（14）

８０(77）

７(14）

4２（19）

６２(55）

1１（19）

7１（24）

７８(37）

０（２）

AgriCulturalland念壷(eastern）３８(226）３７(62）４０（５）

6０（５）

7９（14）

０（１）

100（３）

７５（４）

曹Ever-greenconifer,mixedanddeciduousbroad-IeavedforestsandLm'なplantation
.･Agriculturallandwithwoodandagriculturalland

６６（３）

100（１）

Table4.AltitudinaloccurrenceratesI(No.oftransectsofoccurrence／No.oftransectssurveyed)ｘｌＯＯｌ
ｏｆＰﾉｉｙ"OSC叩lｲscoro""畑sandnumberoftransectssurveyed(figuresinparenthesis)indiffErent
habitatsandaltitudesincentralandsouth-easternHokkaidodurin81976-2000．

Habitatsandareas
AItitude(、）

-200201-400401-600601-800801-10001001-

Forest･(westem）８６（14）７４（19）８３(24）

Forest簿(eastem）８７(77）９１（55）８９(37）

Agriculturalland倉.(westem）２９（14）４７（19）１００（２）

AgriCulturalland念壷(eastem）６９(226）６６(62）４０（５）

４０（５）

５０（14）

100（１）

０（３）

０（４）

衝Ever-greenconifer,mixedanddeciduousbroad-leavedfOrestsandLnrjxplantation
p･AgricuIturallandwithwoodandagriculturalland

６７（３）

100（１）

。

樹林と針広混交林では２種の間に有意な差はなく（Fisherの正確確率検定，Ｐ＞0.05,両側検

定)，落葉広葉樹林，カラマツ人工林，農耕地･林，農耕地ではセンダイムシクイの方が有意

に高かった（Fisherの正確確率検定，Ｐ＜0.01,両側検定)．

標高別の出現率については，出現率が低かったハイマツ林と住宅地を除き，常緑針葉樹林，

針広混交林，落葉広葉樹林，カラマツ人工林をまとめて「全森林｣，農耕地･林と農耕地を合

わせて「全農耕地」として算出した．上の分布図の説明の際に述べたように，エゾムシクイ

は調査地東部では平野部でもかなり生息している傾向が認められたので，東西に区分して比

べた．エゾムシクイの出現率は，西部の森林では標高400ｍ以下では29～42％であったが，標

高401ｍ以上で60～１００％と有意に高くなった（表３，ｘ２＝９．０３，自由度３，０．０１＜Ｐ＜０．

０５)．しかし，東部の森林ではどの標高でも62～100％の範囲で，とくに出現率が標高帯によ

って異なることはなかった(表３，Ｘ２＝6.489,自由度３，Ｐ＞0.05)．センダイムシクイの出

現率は，西部の森林でも東部の森林でも標高600ｍまではそれぞれ74～86％，８７～91％と高か

ったが,標高601ｍ以上になると有意に低くなった(表４，西部：虻2＝10.06,自由度３，０．０１＜

Ｐ＜0.05,東部：Ｘ２＝30.56,自由度４，Ｐ＜0.01)．一方，農耕地についてみると，両種とも

標高による出現率に有意な違いは見られなかった（表３，４，エゾムシクイ西部：ｘ２＝0.04,

東部：Ｘ２＝0.01，センダイムシクイ西部：Ｘ２＝1.16,東部：Ｘ２＝0.458,いずれも自由度１，

Ｐ＞0.05)．

調査地東部の森林では，エゾムシクイがかなり平野部にも生息することがわかったが，５



６

月の記録のうち，上旬から中旬の観察の一部はまだ渡りの途中にあるとも考えられるので，

５，６月両方の調査結果がある調査地について，標高別に５月にエゾムシクイが観察された調

査地のうち，６月にはどのくらいの調査地で観察されたかを見てみた．西部では東部に比べ

ると調査地数が少ないが，５，６月とも観察されたのは,標高200ｍ以下では調査地３か所のう

ち０，標高201～400ｍでは調査地５か所のうちｌか所(20％)であったが，東部では標高200ｍ

以下では調査地46か所のうち28か所（61％)，標高201～400ｍでは調査地18か所のうち7か所

（39％)で，東部では６月にも観察される調査地の割合は標高200ｍ以下では有意に高かった

（Fisherの正確確率検定，0.01＜Ｐ＜0.05,両側検定)．

２．観察個体数

エゾムシクイの２kmあたりの平均観察個体数(±SD，以下同様)は，常緑針葉樹林で2.0±

2.2羽（/Ｖ＝12)，針広混交林で1.3±1.5羽（ｊＶ＝１１１)，落葉広葉樹林で1.2±1.4羽ＵＶ＝

109)，カラマツ人工林で1.2±1.6羽（ｊＶ＝24）であったが，ハイマツ林，農耕地・林，農耕

地では0.4羽以下と少なく，環境間で有意な差があった（KruskalWallisの検定，Ｈ＝132.

45,Ｐ＜0.01)．センダイムシクイの２kmあたりの観察個体数は，常緑針葉樹林で1.4±1.6羽

（ｊＶ＝12)，針広混交林で1.5±1.7羽ＵＶ＝１１６)，落葉広葉樹林で3.1±2.2羽(ｊＶ＝109)，人

工カラマツ林で3.4±2.1羽（ｊＶ＝24）であったが，エゾムシクイの場合と同様に，ハイマツ

林，農耕地･林，農耕地，住宅地では0.4羽以下と少なく，環境間で有意な差があった（〃＝

132.450,Ｐ＜0.01)．平均観察個体数が１羽以上であった４タイプの森林のそれぞれで２種の

平均観察個体数を比べると，常緑針葉樹林と針広混交林では差がなかったが(Mann.Whitney

のＵ検定，常緑針葉樹林：Ｕ＝68.5,Ｐ＞0.05,針広混交林：Ｕ＝5381.0,Ｐ＞0.05)，落葉

広葉樹林とカラマツ人工林ではセンダイムシクイの方が多かった(落葉広葉樹林：Ｕ＝3272.

5,Ｐ＜0.01,カラマツ人工林：Ｕ＝183.0,0.01＜Ｐ＜0.05)．

考察

エゾムシクイ，センダイムシクイの両種とも常緑針葉樹林，針広混交林，落葉広葉樹林，

カラマツ人工林といった高木林におもに生息し，ハイマツだけの低木林にはほとんど生息し

ていない．しかし，森林のタイプ別に出現率と観察個体数を比べると，２種間でやや違いが

見られる．すなわち，エゾムシクイの出現率はハイマツ林を除く各森林タイプのあいだで大

差なかったが，観察個体数は常緑針葉樹林では他の森林タイプより多く，この種が高木林の

中では常緑針葉樹林を好むことを示している．センダイムシクイの出現率は，エゾムシクイ

の場合と同様にハイマツ林を除く各森林タイプ間で大差なかったが，観察個体数は高木林の

中では落葉広葉樹林とカラマツ人工林で多く，この２タイプの森林が主要な生息環境といえ

る．北海道中央部の日高山脈や大雪山系では普通常緑針葉樹林や針広混交林の上部，標高1,

300～1,600ｍはダケカンバ林帯となっている．今回調査した落葉広葉樹林は大部分が標高770

ｍ以下で，ダケカンバ林は標高1,500ｍのlか所だけであったため，ダケカンバ林における生
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息状況を明らかにできなかったが，これまでの調査によると（黒田ほか1971，正富1976，

藤巻ほか1979)，ダケカンバ林帯でエゾムシクイは生息していないか，していても非常に少

なく，センダイムシクイはほとんど生息していない．以上に述べたことから，エゾムシクイ

とセンダイムシクイはおもに常緑針葉樹林以下の高木林に生息するといえる．

森林以外の環境では，農耕地・林や農耕地でもセンダイムシクイの出現率が比較的高かっ

たのに対し，エゾムシクイの出現率は低かった．このことが，調査地全体における出現率が

エゾムシクイよりセンダイムシクイで高かったことに反映している．ただし，農耕地・林や

農耕地におけるセンダイムシクイの観察個体数は非常に少なく，これらの環境がこの極の主

要な生息環境になっているとは思えない．

２種の垂直分布をみると，エゾムシクイの出現率は西部では標高401ｍ以上で高くなった

が，東部では標高200ｍ以下の低地で出現率もかなり高く，東部の調査地の約60％では６月で

も生息していた．このことは，東部の低地の森林では，渡りではなく繁殖期間中定着してい

ることを示している．ミソサザイ，マヒワＱｚ'汝ｨe/jsspか"fs，ウソでも，北海道の西部から東

部になるにしたがって分布する標高が低くなる傾向があるが（藤巻l996a，1996b，1998)，

エゾムシクイの例もこれと同じ現象である．このように，分布下限が東部で低くなるのは森

林群系の垂直分布が低くなること（石城・福田1994）と関係があると考えられる．これま

で，北海道における繁殖期のエゾムシクイの分布については，標高1,400ｍ前後に生息し，渡

りの途中だけ平地でみられる（Austin＆Kurodal953，Brazill991）とか，大雪山では標

高1,100～1,400ｍの常緑針葉樹林に生息する(清棲1965)とされている．しかし,環境庁(1979）

の第２回自然環境保全基礎調査の結果では,北海道南東部では海岸沿いの平野部でも生息する

ことが明らかにされており，今回の調査結果からも必ずしもエゾムシクイの分布が高標揃地

に限られることはないといえる．

一方，センダイムシクイは東西の区別はなく，標商600ｍ以下では神通に生息していた．北

海道における繁殖期のセンダイムシクイの分布についても，これまでは北海道では平地の落

葉広葉樹林に生息し,標高350ｍないし400ｍ以上では生息しないか,非常に少なくなるとされ

ている（Austin＆Kurodal953，清棲1965,Brazill991)．しかし，今回の調査結果では，

少なくとも標高600ｍ以下の森林では稗通に生息していた．

以上に，北海道中部と南東部におけるエゾムシクイとセンダイムシクイの生息状況につい

て述べたが，センダイムシクイの方がエゾムシクイよりいろいろなタイプの森林，農耕地・

林にも生息し，生息環境の幅がより広いといえる．

要 約

1976～2000年の４月下旬～６月下旬（高標高地では７川下旬）に北海道中部・南東部の調盃路618

か所でエゾムシクイとセンダイムシクイの生息状況を調べた．両極のおもな生息環境は，常緑針葉樹

林，針広混交林，落葉広葉樹林，カラマツ人工林で，エゾムシクイの出現率は63～70％，センダイム
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シクイの出現率は68～96％であった．このほか農耕地･林でセンダイムシクイの出現率が75％と高か

った．標高別にみると，エゾムシクイの出現率は，西部ではおもに標高401ｍ以上で高かったが，東部

では標高200ｍ以下でも高かった．センダイムシクイの出現率は，標高600ｍまでは高かったが，標高

601ｍ以上では低くなった．エゾムシクイの調査路２kmあたりの観察個体数（平均値±ＳＤ）は，常緑

針葉樹林で2.0±2.2羽（ｊＶ＝12)，針広混交林で1.3±1.5羽（ｊＶ＝111)，落葉広葉樹林で1.2±1.4羽

（ｊＶ＝109)，カラマツ林で1.2±1.6羽（ｊＶ＝24）で，その他の環境では0.4羽以下であった．センダ

イムシクイの２kmあたりの観察個体数は，常緑針葉樹林で1.4±1.6羽(ｊＶ＝１２)，針広混交林で1.5±

1.7羽ＵＶ＝116)，落葉広葉樹林で3.1±2.2羽（ｊＶ＝109)，カラマツ林で3.4±２．１羽（ｊＶ＝24）で，

その他の環境では0.4羽以下であった．センダイムシクイの方がエゾムシクイよりいろいろなタイプ

の森林，農耕地・林にも生息し，生息環境の幅がより広いといえる．
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DistributionandabundanceoftheEasternPale-leggedWarbler剛yﾉﾉosco”ｓ

60”α/ojdesandtheEasternCrowneｄＷａｒｂｌｅｒＲｃｏｍ"α/"sincentralandsouth・

easternHokkaido．

YuzoFujimaki

LaboratoryofWildlifeEcology，DepartmentofAgro-EnvironmentalScience，ObihiroUniversityof

AgricultureandVeterinaryMedicine,Inada，ObihiroO80-8555

PopulationsoftheEastemPale-leggedWarblerRA1'/んscOPIfs6の、/o〃esandtheEastem

CrownedWarblerRc０ｍ"α/"swerecensusedalongonetothree2kmtransects（atotalof618）

situatedin553quadrats（５×５kｍ）incentralandsouth-eastemHokkaidofromlateApriltolate

July,1976-2000．Theirmainhabitatswereevergreenconiferousforest,mixedforest,deciduous

broad-leavedforestandlarchplantation・Inadditiontothesehabitats，EasternCrowned

WarblersalsocommonlyoccurredinwoodssurroundedbyagriculturallandTheEastem

CrownedWarblerpresentsinawiderrangeofhabitatthanthePale-leggedWarbler・

EasternPale-leggedWarblerwasmorecommonbelow400mabovesealevelｉｎｔｈｅｅａｓｔｅｍｐａｒｔ

ｏｆｔｈｉｓａｒｅａｔｈａｎｉnthewesternpart・EasternCrownedWarblerwascommonｂｅｌｏｗ６００ｍａｓＬ

ThenumberofEasternPale-leggedWarbler（ｍｅａｎ±ＳＤ）countedper2kmtransectwas2､0±

2.2inevergreenconiferousforests,１．３±1.5inmixedforests,１．２±1.4indeciduousbroad-leaved

forestsａｎｄ1.2±1.6inlarchplantations、ThecorrespondingvaluesforEasternCrowned

Warblerwere1.4±1.6,1.5±1.7,3.1±2.2ａｎｄ3.4±2.1,respectively．Thecountsforeitherspecies
wereIessthan０．４inotherhabitats

Ｋの'zUo》てﾒs：α6""伽"“,dfsﾉﾉ6""0",Ｈひﾙ”此允,Phylloscopusborealoides,Phylloscopuscoronatus


